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自然をたいせつにし、美しいまちをつく

りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし

ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを

つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく

りましょう
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市
議
会
議
員
の
選
挙
が
ｎ
月
９
日
、
市
内
溺
の
投
票
所
で
行

な
わ
れ
ま
す
。
今
後
４
年
間
、
私
た
ち
に
か
わ
っ
て
政
治
を
し

て
く
れ
る
泌
人
の
代
表
者
を
選
ぶ
選
挙
で
す
か
ら
、
各
候
補
者

の
政
策
や
意
見
を
よ
く
聞
き
、
正
し
い
判
断
で
「
よ
か
っ
た
と

心
に
残
る
一
票
を
」
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
は

川
月
８
日
ま
で

投
票
は
、
投
票
当
日
に
投
票
所
へ
行

っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

次
の
こ
と
が
ら
に
該
当
す
る
人
は
、
加

月
訓
日
か
ら
ｎ
月
８
日
ま
で
の
午
前
８

時
訓
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
例
外
と
し

て
不
在
者
投
票
か
で
き
ま
す
。

①
選
挙
人
が
高
萩
市
の
区
域
以
外
で

職
務
、
ま
た
は
業
務
に
従
事
中
の
人

②
選
挙
人
が
や
む
を
え
な
い
用
務
、

ま
た
は
事
故
の
た
め
、
高
萩
市
の
区

域
外
に
滞
在
中
、
ま
た
は
旅
行
中
の

人
③
選
挙
人
が
疾
病
な
ど
の
た
め
入
院

中
で
著
し
く
歩
行
が
困
難
な
人

④
投
票
日
前
日
ま
で
に
入
院
を
予
定

さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
出
産
子
定

が
投
票
日
頃
に
な
る
人
（
病
院
長
の

証
明
書
ま
た
は
母
子
手
帳
が
必
要
）

①
②
の
理
由
で
不
在
者
投
票
を
す
る

投
票
の
で
き
る
人

仙
昭
和
卵
年
ｎ
月
９
日
で
満
別
歳
以

上
（
昭
和
加
年
ｎ
月
加
日
以
前
に
出

生
し
た
人
）
の
日
本
国
民

③
昭
和
印
年
７
月
”
日
以
前
か
ら
高

《
萩
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

引
き
続
き
高
萩
市
の
区
域
に
居
住
し

て
い
る
人
一

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
た

だ
し
、
若
栗
‐
横
川
、
下
君
田
、
上
君

田
、
大
能
、
中
戸
川
、
福
平
の
各
投
票

所
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。

不
在
者
投
票

投
票
の
時
間

~-

人
は
、
証
明
書
が
必
要
で
す
。
そ
の
用

紙
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す

⑤
重
度
障
害
者
で
在
宅
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
た
方
は
、
早
め
に
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
の
請

求
を
し
て
下
さ
い
・

市
内
の
不
在
者
投
票
指
定
病
院

高
萩
協
同
病
院

寛
仁
会
高
萩
病
院

開
票
は
市
民
体
育
館
で

ｎ
月
９
日
午
後
７
時
訓
分
か
ら
高
萩

市
市
民
体
育
館
で
行
な
い
ま
す
。

開
票
速
報
は
、
市
民
体
育
館
玄
関
前

に
掲
示
す
る
予
定
で
す
。

お
問
い
合
せ
は
、
庶
務
課
内
市
選
挙
管

理
委
員
会
へ
ど
う
ぞ

麓
③
２
１
１
１
内
線
２
５
６
．
２
５
７

臨
時
電
話
、
月
ｎ
日
ｌ
ｎ
月
９
日
ま
で

③
４
９
５
５

虻
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◆
◆
与

り
Ｏ
◆

●
◆
。

◆
ｐ
ｏ

ｏ
夕
ｐ

◆
○
け

○
。
《

ひ
◆
◆

ザ
■
４

。
。
◆

①
ク
ウ

凸
◆
ｃ

ｃ
。
◆

少
①
◆

ク
、
▲

守
り
。

■
Ｐ
毎

与
哩
与
り

β

◆

Ｄ

Ｏ

Ｄ

伊

珠
叩
９
月
９
日
、
市
内
大
字
赤

劫
浜
字
堤
‐
３
９
７
１
‐
に
赤

々
／
州
浜
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー
が
完

ン
州
成
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ

セ
州
ｌ
は
、
農
村
の
生
活
環
境
が

浦
淵
鮎
猟
篭
艤
卿

ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ

掌
個
Ｉ
そ
れ
を
契
機
に
生
活
慣
行
を

蔭
座
州
改
め
、
農
村
を
合
理
的
で
、

田
州
な
お
、
か
つ
、
人
間
性
に
あ

浜
似
れ
た
生
活
と
生
産
の
場
に

赤
州
し
て
い
こ
う
と
す
る
た
め
の

Ⅷ
中
心
に
な
る
も
の
で
、
真
の

田
園
都
市
建
設
に
す
る
諸
問
題
を
話
し

合
う
拠
点
と
な
り
ま
す
。

集
会
室
は
大
ホ
ー
ル
（
”
。
３
平
方
メ
ー

赤浜田園都市センターが完
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豊
か
な
理
想
郷
を
め
ざ
し
て
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蕊識溌蕊識藍

ト
ル
）
和
室
（
詔
・

料
理
室
（
認
・
１

ホ
ー
ル
（
拓
・
４

平
方
メ
ー
ト
ル
）

な
ど
か
ら
で
き
て

お
り
建
築
延
面
積

１
は
型
・
胡
平
方
メ

ー
ト
ル
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
こ
の
セ

ン
タ
ー
は
社
団
法

人
高
萩
市
田
園
都

市
協
会
（
会
長
鈴

木
藤
太
）
と
赤
浜

集
落
田
園
都
市
建

設
委
員
会
（
委
員 子

〆
‐
ｊ
ｊ
～
く
！
ｊ
１
ｉ
ｊ
１
く
ノ
ー
ｌ
ｆ
ｊ
、
ｆ
９
ｊ
ｊ
、
Ｉ
、
ｒ
う
ぐ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
く
ノ
、
ｌ
ノ
ー
く
ノ
ー
Ｉ
、
ｆ
０
／
～
く
／
う
ぐ
Ｉ
ノ
ー
く
＃
、
ｆ
、
Ｊ
１
く
ノ
、
１
Ｊ
、
く

第
３
回
（
９
月
）
定
例
市
議
会
は
、

９
月
Ｆ
日
か
ら
沁
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
が
、
清
原
嵩
氏
を
教
育
委
員
に
任
命

す
る
こ
と
で
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た

こ
れ
は
、
前
教
育
委
員
長
長
久
保
厚
氏

が
９
月
即
日
任
期
満
了
と
な
り
退
職
さ

れ
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
昭
和
⑱
年
度
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定
、
市
民
体
育
館
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
報
告
２

件
、
議
案
、
件
を
上
程
、
い
ず
れ
も
可

決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
一
．
《
・
一
｝

第
３
回
定
例
市
議
会

教
育
委
員
に
清
原
嵩
氏
を
任
命

９
平
方
メ
ー
ト
ル
）

１
平
方
メ
ー
ト
ル
）
小

田園都市センター磯原へN

尋
/1A 長

、
渡
辺
栄
八
）
に
よ
っ
て
管
理
、
運

営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

鱗
職
溌
辮
鴬
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
職
新
任
教
育
委
員

溌
灘
蓬
鱸

騨
Ⅱ
潟
韓
聯
咽
燐
網
群
騨
跡
Ⅱ
》

需
丑

繍
識

祁

蕊

』
『罰

Ⅱ
・

脚哩
瀧

』

城

謬

爽

擢

識

謬

鰯

誇

溌
溌
蕊
溌
《
蕊
驚
蕊
蕊
の
１
３
６
）
Ⅱ
写

真
Ⅱ
は
、
昭
和
９
年
茨
城
県
師
範
学
校

（
現
茨
城
大
学
）
を
卒
業
さ
れ
、
同
年

４
月
か
ら
教
壇
に
立
ち
、
昭
和
印
年
４

月
ま
で
の
虹
年
間
子
弟
の
教
育
に
尽
さ

れ
ま
し
た
。
学
校
長
と
し
て
は
、
花
園

小
学
校
、
中
学
校
で
は
、
日
高
、
秋
山

中
学
校
の
各
学
校
の
校
長
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

、

リ
＄

「
） 、

別表('｣､作料の標準額) ‐
10アール当り

小
作
料
が

昭
和
妬
年
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
標
準

小
作
料
が
、
別
表
の
と
お
り
昭
和
印
年

度
よ
り
改
訂
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
訂
は
、
設
定
後
３
年
を
経

過
し
た
こ
と
と
、
設
定
の
基
礎
と
な
っ

た
重
要
事
項
に
著
し
い
変
動
が
生
じ
た

の
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

昭
和
妬
年
、
月
１
日
以
降
に
契
約
し

た
小
作
地
は
、
新
し
い
標
準
小
作
料
を

も
と
に
相
対
で
決
め
て
よ
い
こ
と
に
な

蕊
調
灘

L二

田畑

の別
一

改訂前の

標準額

改訂後の

標準額
区分

部
遵

篝 16,000円 12,000円’

鴬 田

10,200円

：
中 13，000円

の鍵
11.000円 8,400円F

､』fR
l lI」

もが 九

11,000円

改
訂

梓

遊
具
な
ど
プ
レ
ゼ
ン
ト

高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長
小

豆
畑
隆
）
で
は
、
９
月
猫
日
市
役
所
を

訪
れ
、
敬
老
の
日
を
祝
っ
て
お
と
し
よ

り
に
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
老
人
い

こ
い
の
家
こ
と
ぶ
き
荘
へ
扇
風
機
２
台

遊
具
ク
ロ
ッ
ヶ
ー
、
輪
投
げ
各
２
組
の

目
録
を
市
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

り
ま
す
が
、
昭
和
妬
年
９
月
訓
日
以
前

に
契
約
し
た
小
作
地
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
統
制
小
作
料
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
小
作
料
は
金
銭
以
外
で
支
払

い
、
ま
た
は
、
受
領
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
２
５
２
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。5,000円

お
と
し
よ
り
に

畑

一
上 4.000円 2,700円’

中 2,300円3,000円の

ｎ
ｍ
脾

‐
世
Ｊ
１
ｌ

2，000円| 1,900円下

※特は、山間地の収穫の低い地域



（3）溌溌蕊溌市報たかはぎ癖認織溌蕊織溌蕊織溌識繊溌溌 溌蕊韓燕簿昭和50年10月禅:::&:::"::::"●●凸●●･･･p◆0●◆｡｡｡ ●●｡｡◆今ひ◆｡｡◆◆.

I
わ
た
く
し
た
ち
は
、
毎
日
の
く
ら
し

の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
品
物
を
消
費
し

て
い
ま
す
。
そ
の
商
品
が
は
た
し
て
適

正
な
価
格
な
の
か
、
必
要
を
充
た
し
て

く
れ
る
も
の
か
、
そ
し
て
、
品
質
の
よ

い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
な
ど
と
、
い
ろ

い
ろ
な
疑
問
や
不
安
、
ま
た
希
望
も
毎

日
の
生
活
で
経
験
し
て
い
ま
す
。

は
ま
な
す
生
活
学
校
（
学
級
長
大
森

き
ぐ
）
で
は
、
毎
日
各
家
庭
の
主
婦
が

買
い
物
を
す
る
場
合
の
紙
袋
や
、
紙
代

は
会
員
の
調
査
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な

｝

ム
ダ
な
包
装
は
辞
退
を

は
ま
な
す
生
活
学
校
が
呼
び
か
け

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

①
各
家
庭
か
ら
で
る
ゴ
ミ
を
少
な

く
す
る
こ
と

②
包
装
に
使
わ
れ
る
袋
や
紙
代
が

高
い
た
め
、
少
し
で
も
物
を
安
く

買
う
こ
と
か
必
要

③
紙
資
源
が
少
な
い
た
め
大
切
に

す
る
こ
と

こ
の
よ
う
な
調
査
か
ら
、
袋
や
、
紙

代
の
費
用
が
高
く
か
か
る
こ
と
が
わ
か

り
、
は
ま
な
す
学
校
で
は
、
市
内
の
ス

タ
ン
プ
協
会
加
入
店
印
店
や
、
大
型
店

木
内
蕊
溌

ヨ
ッ
ピ
ン
グ

絵
と
文
伊
藤
龍
馬

駅
前
に
大
型
の
ス
ー

．
〈
－
が
で
き
て
、
こ
の

と
こ
ろ
ず
い
分
人
出
が

多
く
な
っ
た
。
夕
方
に

な
る
と
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
む
人
達
が
、

ベ
ン
チ
に
一
息
入
れ
て

い
る
姿
も
見
ら
れ
、
高

萩
も
小
都
市
の
感
じ
が

し
て
来
た
。

『

○
伊
藤
政
紀
さ
ん
Ⅱ
助
け
合
い
グ
ル
ー

プ
代
表
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
益
金

５
２
，
５
０
０
円

○
日
本
加
工
製
紙
青
年
婦
人
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
益
金

３
７
，
２
１
９
円

寄
贈

○
下
君
田
共
有
林
管
理
運
営
委
員
会

市
子
供
会
育
成
連
合
会
へ

テ
ン
ト
一
式
（
皿
人
用
）

善
意
銀
行
へ

「
愛
の
基
金
」
の
報
告

昭
和
蝿
年
、
月
か
ら
始
め
て
お
り
ま

し
た
身
体
障
害
児
通
園
施
設
建
設
資
金

の
一
部
「
愛
の
基
金
」
は
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
８
月
末
日
現
在
で
、
４
２
２

口
、
基
金
３
０
１
万
６
，
２
４
３
円
、

預
金
利
子
６
５
，
９
９
１
円
で
総
額
３

０
８
万
２
，
２
３
４
円
に
達
し
ま
し
た

ご
協
力
を
感
謝
し
て
報
告
い
た
し
ま

す
。

｜
（
愛
の
基
金
会
）

舗
な
ど
に
包
装
問
題
の
協
力
を
求
め
そ

の
結
果
、
買
い
物
袋
を
持
参
し
包
装
な

ど
を
こ
と
わ
る
と
、
ス
タ
ン
プ
が
も
ら

え
て
品
物
と
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
〈
み
な
さ
ん
の
協
力
を
願
っ

て
い
ま
す
。

鰄

霊
呈
忌

あ
、
が
と
う

｜

｜
’

今
４
ｖ
ｐ
ル
ハ
刊
志
田
先
生
は
、
現
在
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
教
授
で
高

萩
市
史
編
さ
ん
委
員
と
し
て
原
始
古
代
、
中
世
の
一
部
を

－
９

、

担
当
．
松
久
保
古
噴
発
掘
調
査
団
長
と
し
て
も
発
掘
指
導

，
お
‐

①
に
あ
た
り
、
当
市
文
化
財
調
査
委
員
と
し
て
歴
史
に
つ
い

罪

て
は
精
通
し
た
先
生
で
す
。
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モ
ー
ス
と
松
村
任
三
日
』
に
は
「
当
日
朝
早
く
、
私
は
松
村

明
治
十
年
六
月
十
七
日
、
巻
貝
類
の
氏
及
び
特
別
学
生
二
人
と
共
に
出
発
し

研
究
に
来
た
ア
メ
リ
カ
の
動
物
学
者
モ
た
」
と
糸
え
て
い
る
。
モ
ー
ス
の
助
手

ｌ
ス
は
横
浜
に
上
陸
し
た
。
そ
し
て
数
と
し
て
任
三
の
名
は
、
こ
の
本
の
各
所

日
後
、
新
橋
に
向
う
汽
車
の
窓
か
ら
大
に
記
さ
れ
て
い
る
。
任
三
は
安
政
三
年

森
貝
塚
を
発
見
し
た
。
こ
の
年
東
京
大
に
中
山
家
の
家
臣
松
村
儀
夫
の
長
男
と

学
に
理
学
部
生
物
学
科
が
設
置
さ
れ
、
し
て
生
ま
れ
た
。
明
治
三
年
大
学
南
校

お
傭
い
講
師
に
招
か
れ
た
モ
ー
ス
は
九
入
学
、
明
治
十
年
、
東
京
大
学
付
属
植

月
か
ら
講
義
を
開
始
し
、
九
月
十
六
日
物
園
勤
務
。
の
ち
全
国
の
植
物
調
査
に

の
日
曜
日
に
大
森
貝
塚
を
訪
れ
た
。
こ
従
事
、
十
六
年
助
教
授
、
十
九
年
ド
イ

れ
が
日
本
に
お
け
る
科
学
的
発
掘
で
あ
シ
留
学
そ
の
後
、
教
授
、
理
学
博
士
と

る
ば
か
り
で
な
く
、
近
代
的
孝
古
学
の
な
る
。
昭
和
三
年
五
月
七
十
二
才
で
死

出
発
の
い
と
ぐ
ち
に
な
る
の
で
あ
る
。
去
、
生
家
は
今
も
下
手
綱
に
あ
り
、
そ

こ
の
と
き
モ
ー
ス
と
と
も
に
大
森
貝
塚
の
近
く
の
赤
塚
に
任
三
の
墓
が
あ
る
。

に
行
っ
た
の
が
松
村
任
三
で
あ
っ
た
。
／

モ
ー
ス
の
書
い
た
『
日
本
そ
の
日
そ
の
”
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松村任三の生家
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冒 市の人口と世帯数
三

皇
9月1日現存 前月比三

号 人口 30，633人 （増37）
＝

； 男 15，040人 （増22）

ヨ 女 15，593人 （増]5）
冒

竜世帯 8．282世帯 （増10）
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今
月
か
ら
高
萩
の
歴
史
に
つ
い

て
、
志
田
淳
一
先
生
Ⅱ
写
真
Ⅱ
に

紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
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勤皿
インフルエンザ

予防実施について

インフルエンザの流行期が近づいてき

ましたので多数の方が予防接種を受けて

ください。

1． 対象者満3才以上の者

ただし、有熱者、心臓血管系、 じん臓疾

患、糖尿病、脚気、その他医師が不適当

と認めた疾患、あるいは病後衰弱者、栄

養障害者、けいれん体質者、妊産婦は受

けられません．

2． 料金大人1回 100円

小人1回 50円

3 その他 (1)問診票および受診票は当

日受付で配布いたします。

(2)接種は2回必ずうけてくださし､。

4． 注意(1)幼児の方の接種は保護者|司

伴のうえ接種を受けてください。

幼帷園の園児は学校で接種を行ないませ

んので一般の接種日に受けるようお知ら

せします。 、弐一
(2)接種当日の入浴はさけてください。

(3)接種後多少発熱することもあります

のでその時は安静にしていてください

(4)ひるの体温をはかってきてください

(5)母子手帳をお持ちください。

○一般市民相談・毎日、市民相談室

市政に対する苦情、要望など

○行政相談毎月第2、第4木曜日

午後1時から31 1＃ 中央公民館

役所に対する苦情、相談ごと

○心配ごと相談毎週木曜日午後1時

から3時研修会館家庭内のこと

○家庭児童相談毎週火曜日午後1

時から3時、研修会館、児童の心

配ごと

○交通事故相談毎月第2水曜日午

前10時から4時、中央公民館、交

通事故専門の相談

○健康相談毎週月曜日午前9時か

ら午後3時まで市役所分庁舎（健

康相談室）市の保健婦による相談

妊娠中のこと、産後のこと、身体

の健康に不安な方など

検査日程表
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高萩車検場

商工会

秋山小学校

多賀畜産協同組合

川側河内屋前

下手綱公民館

若栗沼田商店前

上君田小学校

下君田松本商店帥

横川豊田商店前

烏曽根三代商店前

下大能佐川景能宅

上大能国井商店前

農協松岡支所
富

商工会

〃 〃

〃 17日

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃
1

10月21日

鋤
一
訓
一
訓
一
訓
一
訓
一
鋤
一
叩
一
ｍ
へ
叩
一
側
一
ｍ

。
〈
、
〉
・
ｎ
Ｕ
ｏ
ｎ
Ｕ
ｏ
ｎ
Ｕ
ｏ
ｎ
Ｕ
ｏ
ｎ
Ｕ
。
〈
Ⅲ
〕
・
ハ
Ｕ
白
、
〕
ｏ
ｎ
〉
・

○
合
川
牡
Ｑ
Ｊ
ｏ
色
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
１
工
Ｑ
Ｊ
１
工
貝
Ｊ
旬
些
ｑ
Ｊ
１
Ｌ
ｑ
Ｊ
ワ
】
つ
Ｊ
の
空
川
誰
ｎ
Ｊ
ｎ
Ｕ
Ｑ
Ｊ

●
■
Ｔ
，
今
・
句
Ｉ
ユ
●
■
Ｂ
勺
Ⅱ
壬
ロ
『
ｌ
ユ
■
■
凸

２
０
１
２
１
０
１
１
２
０

１
１
１
１
１
１

許
Ⅱ
川
で
汗
Ⅱ
ｕ

″
″
補
補

h 一一コ

午後
午後
〃

午前
午前
〃

午後

屋外広告物関係者の講習会
身

○開催場所水戸市柿香町1の1の4

茨城県農協会館（4階研修室）

○日 時11月4日（火） 9時より16時

11月5日（水）9時より15時

○申込期間

10月9日（木）から10月23日（木).まで

○申込場所県土木事務所用地管理課

※問い合せ先は、市都市計画課又は

高萩土木調務所へおたずね下さい。

午後1

午後2

午前10

’
｜

※10月16日の多賀畜産農業協同組合と10

月20日の高萩市農業協同組合松岡支所に

ついては牛衡器の検査を行ないますので

一般の検査はそれ以外の場所（時間）で

行ないます。

5． 日時場所
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蕊認溺‘社教だより蕊鍛

秋のスポーツシーズンを迎えました。

健康は明るい豊かな家庭の第一条件です

スーポツに親しんで'11るく住象よいまち

づくりをしましよう。

1． 市民オリエンテーリング大会

期日 10月19日（日）

受付午前8時～9時

種目 スコアOL－制限|時間90分でより

多くの得点でゴールする 、

クラス 1－家族組一親と小学生以下

2.親子組一大人と中学生以下

3.男子組-16～44才

4.女子組-16～44才

5.混合組-16才～44才の男女 ‘

6.学生組一小学5年以上中学3年までの

男.女.男女
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7.壮年組-45才以上の男、女、男女

．1チーム3～5人（個人参加認めない）

締め切り日 10月15B

2． 市民球技大会 10月26日

①軟式庭球大会

場所高萩高校庭球場

参加資格、市内居住又は勤務、体協登

録者

②卓球大会

場所高萩高校体育館

参加資格市内居住、勤務、体協登録者

3． 市民体育館竣工記念行事

市民音楽祭と合せて11月2B･3日に予

定しております。

詳しいことは後|ﾖお知らせします。

※詳細は教育委員会趣③1131まで

6． 下記地区は送迎いたします。

地区集合場所|時間接種会場

淵|繩叩ずゞ
大能地区大能バス停

中戸川
中戸川地区 バス停

期
て

定
い
器
つに
量
査
計
検

』


